生活援助中心型の訪問介護を一定回数以上居宅サービス計画に位置づけた場合
のケアプランの検証要項
盛岡市保健福祉部介護保険課　
　　
１　居宅サービス計画への生活援助中心型の訪問介護の位置づけについて（趣旨）
平成30年10月１日以降、介護支援専門員は、居宅サービス計画に一定回数以上訪問介護の生活援助中心型サービスを位置づける場合には、その利用の妥当性を検討し、当該居宅サービス計画に訪問介護が必要な理由を記載するとともに、当該居宅サービス計画を市町村に届け出なければならないとされている。
生活援助中心型サービスについては、必要以上のサービス提供を招きやすい構造的な課題があるという指摘がある一方で、利用者において、様々な事情を抱える場合もあることを踏まえ、自立支援・重度化防止や地域資源の有効活用等の観点から、市が確認し、必要に応じて是正を促していくことが適当である。
　　なお、届出の基準となる回数は下記の表のとおりである。
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 ※「厚生労働大臣が定める回数及び訪問介護」（平成30年厚生労働省告示第218号）

２　届出について
居宅サービス計画に一定回数以上訪問介護の生活援助中心型サービスを位置づけた場合は、居宅介護支援専門員は(2)の書類を介護保険課事業所指定係に提出するものとする。
(1) 対象
　　新規、認定変更、認定更新、ケアプランの変更に伴い、ケアプランを作成した場合で、生活援助中心型の訪問介護を一定回数以上位置付けた場合。
　　なお、一度市が検証した居宅サービス計画の次回の届出は、１年後とする。
　(2) 提出書類
　　・訪問介護（生活援助中心型）の回数が多いケアプラン届出書兼理由書
　　・第１表
　　・第２表
　　・第３表〔週間サービス計画表〕
　　・第４表〔サービス担当者会議の要点〕
　　・第５表〔居宅介護支援経過〕
　　・第６表〔サービス利用表（兼居宅サービス計画）〕
　　・第７表〔サービス利用表別表〕
　　・アセスメントの結果記録
　　・利用者の基本情報
　　・ケアプランに位置付けられた訪問介護計画書
　・服薬情報（該当がある場合。お薬手帳等の写し可。）
　・障がい者手帳の交付を受けている場合は、障がい者サービスの利用状況等がわかる資料（該当がある場合。様式は任意。）
　　・年金の受給状況等経済状況がわかる資料（アセスメントに記載があれば不要。様式は任意。）
(3) 届出部数
各１部
(4) 提出期限
一定回数以上訪問介護の生活援助中心型サービスを位置づけた居宅サービス計画を作成または変更した月の翌月の末日。
例）令和８年５月中に作成または変更した居宅サービス計画は、令和８年６月30日までに提出するものとする。

３　検証について
包括的・継続的ケアマネジメント支援業務の効果的な実施のために、介護支援専門員保健医療及び福祉に関する専門的知識を有する者、民生委員その他の関係者、関係機関及び関係団体により構成される会議等の他に、市職員やリハビリテーション専門職を派遣する形で行うサービス担当者会議等での検証を行う。
　※会議等については、提出されたケアプラン等の書類審査により、妥当性を確認し、必
　要がある場合のみ追加照会や会議等で検討を行う。
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